
高
たか

梁
はし

川
がわ

は、
私
わたくし

たちのくらしに欠
か

かせない川
かわ

大
たい

切
せつ

にしよう私
わたくし

たちの川
かわ

川
かわ

の流
なが

れはわき水
みず

から始
はじ

まり、しだいに大
おお

きな流
なが

れとなって海
うみ

にそそぎます。海
うみ

に出
で

た水
みず

は、あたた

められて蒸
じょう

発
はつ

し雲
くも

になります。雲
くも

はやがて雨
あめ

となっ

て地
ち

表
ひょう

に降
ふ

り、再
ふたた

びわき水
みず

となります。このように

水
みず

は自
し

然
ぜん

のなかで循
じゅん

環
かん

しているのです。

循
じゅん

環
かん

している間
あいだ

に、汚
よご

れた水
みず

は植
しょく

物
ぶつ

や生
い

きものの

はたらきによってきれいな水
みず

にもどっていきます。

ただそれにも限
げん

界
かい

があります。ふだんのくらしのな

かで、川
かわ

の水
みず

がどうして汚
よご

れるのか、それはどのよ

うにしたら防
ふせ

げるのか考
かんが

えてみてください。

また、高
たか

梁
はし

川
がわ

にかぎらず、川
かわ

からのめぐみと水
みず

が、私
わたくし

たちのくらしに、どれほどかけがえのないも

のか、友
とも

だちや家
か

族
ぞく

とともに考
かんが

えてみましょう。
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高
たか

梁
はし

川
がわ

●

●　

●

●

川
かわ

には子
こ

供
ども

だけで行
い

かないで、必
かなら

ず大
お

人
とな

といっしょに行
い

きましょう
流
なが

れの速
はや

いところや、深
ふか

みのあるとこ
ろへは近

ちか

づかないようにしましょう
魚
さかな

や植
しょく

物
ぶつ

などをむやみに傷
きず

つけない
ようにしましょう
ごみは持

も

ち帰
かえ

りましょう

水
みず

辺
べ

で遊
あそ

ぶ

ときや川
かわ

の観
かん

察
さつ

を

するときなどには

注
ちゅう

意
い

してね！
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